
緑苑祭

弘前市長 学園を表敬訪問

附属中高・入試日程

　新年あけましておめでとうございます。女子教育一筋、144年目の新春。本学は建学の精神：自
主自律および生活信条：愛情・勤勉・聡明を基盤に「一人ひとりの生徒が夢や目標を確実に掴み、進
路実現が出来る教育」【2025学校改革】スタートの年を迎えます。以下にその概要を示します。

◎�「新たなコース制の導入」　多様な自己実現（人間力育成）や進路実現（学力増進）を支援する新たな
コース制。Super Advanced コース（進路目標：国公立大・難関私大・海外大）および Creative 
Learning コース：Advanced クラス（難関私大・中堅私大・海外大）Tokyo Kasei University
クラス（東京家政大・外部大）を導入。

◎�「多様な語学研修の展開」　英語ネイティブによる日常授業、イングリッシュ・キャンプ（2泊3日の
英語ネイティブによる集中研修）、海外修学旅行、海外語学研修（約3週間）や海外ターム留学（学期：
約3か月間）等の展開。

◎�「中高大連携の強化」　大学の人材（大学教授やゼミ生とのコラボ授業や東京家政大学体験月間模擬
授業等）・施設（大学図書館、プール、ホール等）の共有活用やOGとのコラボ研修（キャリア教育：
ヴァンサンカンプラン）等を積極展開。

◎�「制服のリニューアル」　東京家政大学附属女子中学校・高等学校の新たなイメージを表すデザイン
の発信。生徒もデザイン作成に参加したオプショナルスカートや新たなリボン・ネクタイ等の誕生。

　新年を迎え心よりお慶び申し上げます。本年も附属女子中学校の教育に対し、ご支援とご協力をよ
ろしくお願い申し上げます。
　コロナ禍以後の3年間は、附属女子中高ともに、海外での語学研修やターム留学に注力してまいり
ました。海外語学研修やターム留学を新規に企画し、生徒には10代の時に海外経験を積むことを推
奨しているところです。グローバルという視点では、こういった海外での体験とともに、日本の伝統
や文化をきちんと知り身につけることも重視していますが、本誌面では海外大学との連携・英語教育
についてご紹介させていただきます。

【�海外大学との連携　ニュージーランドマッセイ大学との連携成立�】
　昨年8月にニュージーランドマッセイ大学での語学研修（3週間）の参観と応援にまいりました。
2022年より進めてきた高大の協定締結が、2024年6月に正式に署名に至り、この訪問で、国際部
門最高責任者と面会し、今後の協力について確認したところです。また、ターム留学は10週間、生
徒は1人でホームステイして、現地の高校に通学することで独立心を養い、英語力向上の目標を達成
しています。10月に東京で行われたニュージーランドフェアに本校の国際部長の岩川教諭と参加し、
グレンダウィカレッジの先生と再会し今春の生徒訪問についても改めて確認しました。このフェアで
は日本の中高が多数参加し、岩川先生が予約を取るのも困難なほどの盛況ぶりでした。

【�英検準1級合格�〜世界へ〜�】
　そのような中、10月下旬に、中3生徒が英検準1級（実用英語技能検定）に合格したという嬉しい通
知が届き、教職員一同たいへん感激しました。この生徒Hさんは、日々、オンライン英会話に取り組
むと同時に、英検受験に向けた勉強を積み重ねてきたそうです。弛まぬ努力が成果となって表れたこ
とは、素晴らしいことです。
　さらには、スタディサプリENGLISH『Eフェスタ』で、中3学年が各単元にしっかり取り組み、そ
の質と量において全国表彰を受けました。英語教育の成果が表れ、同時にますます学習に拍車がかかっ
ていくことは、わが校の新たな伝統と言えるでしょう。今後も「家政から世界へ」はばたく人材を養
成してまいりますので、学園そしてOGの皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。　
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2025学校改革：歴史と伝統を基盤に、新たな時代を創造する教育へ！

海外での語学研修やターム留学に注力して

附属高等学校の様子
　附属高等学校では、今年度は37団体が緑苑祭に参加しまし
た。両日とも天候に恵まれ、大勢の方にご来校をいただきまし
た。各展示会場に加え、中庭ステージ・三木ホール・プール棟
での発表、体育室やグラウンドでの招待試合も行いました。保
護者の方々はもちろん、一般の方々もたくさんお越しいただき、
盛況のうちに緑苑祭を終えることができました。

　緑苑祭名物：リンゴ販売でおなじみの青森県弘前市櫻田市長様ご一行が、10月26日（土）に菅谷理事長・井上学長を表敬訪問されま
した。弘前市と本学附属中高の関係は深く、その歴史は、修学旅行で現地を訪れていた40〜50年ほど前にまで遡ります。それがご
縁で、現在も学園祭での農産物販売やリンゴ・桜の植樹（16号館脇にあり）等が行われています。さらに今回は、親密な発展的関係を
目指し、弘前市との包括協定調印や（仮称）オプショナルふれ旅体験の実施計画等も話し合われました。

●附属中学校 ●附属高等学校

附属中学校の様子
　附属中学校では、例年と同じく三木ホールにて合唱祭が行わ
れました。多くの保護者の方々の声援のもと、附属中学生の元
気一杯の歌声が三木ホールに響き渡りました。また短い準備期
間にもかかわらず、各学年および各部活動の展示発表では、中
３学年が作成したウミガメのキャップアートをはじめとする工
夫をこらした展示活動を行うことができました。

区分 募集人員 試験日 試験科目

1回
Advancedクラス 15名  2/1（土）

午前
2科目（国語・算数）または
4科目（国語・算数・社会・理科）Standardクラス 25名

2回

Advancedクラス 10名
 2/1（土）

午後

適性検査型 [Ⅰ・Ⅱ]
または [Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ ]Standardクラス 10名

Advancedクラス 10名
2科目（国語・算数）

Standardクラス 10名

3回

Advancedクラス 10名
 2/2（日）

午前

2科目（国語・算数）または
4科目（国語・算数・社会・理科）Standardクラス 15名

Advancedクラス   5名 英語（英検資格点＋面接）・
1科目（国語または算数）Standardクラス   5名

4回
Advancedクラス   5名  2/2（日）

午後 算数
Standardクラス 10名

5回
Advancedクラス   5名  2/3（月）

 午後 国語
Standardクラス 10名

6回
Advancedクラス 若干名  2/4（火）

午前 2科目（国語・算数）
Standardクラス   5名

区分 募集人員 試験日 試験科目

推
薦
入
試

SA
（特別選抜）

単願
（A推薦）

10名
1/22（水）

適性検査（国・数・英）
[リスニングなし]

3科60分

併願
（B推薦）

1/22（水）・
23（木）

CA
（特別進学）

単願
（A推薦）

30名
1/22（水）

併願
（B推薦）

1/22（水）・
23（木）

TKU
（内部進学）

単願
（A推薦）

60名
1/22（水）

併願
（B推薦）

1/22（水）・
23（木）

一
般
入
試

SA
（特別選抜）

単願優遇・
併願優遇
　含む

10名

2/10（月）
2/13（木）

国・数・英（各50分）
［リスニングあり］

CA
（特別進学） 30名

TKU
（内部進学） 60名

東京家政大学附属女子中学校・高等学校
令和7（2025）年  年頭所感
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